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「地域アプローチ」による少子化対策の取組について



経済活動別特化係数（R1）
※県内での比較優位を示す指標

上田市の概要
●長野県東部の都市
●平成18年に上田市・丸子町・真田町・武石村の４市町村
新設合併により誕生
●人口：153,507人（男75,243人、女78,264人）R5.1.1現在

→127,840人 R27年社人研による将来人口推計

●面積：552.04㎢
●気温：盆地部分の最高気温35℃前後、最低気温－10℃前後
●日照時間：2221.9時間/年
●年間降水量：900㎜前後
●産業：製造業が盛ん
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日本遺産
レイラインがつなぐ「太陽と大地の聖地」
～龍と生きるまち 信州上田・塩田平～



そもそも…「地域アプローチによる少子化対策」とは？

各地方公共団体において、
●結婚・出産・子育てに関する課題を明確化
●オーダーメイド型の取組
●分野横断的に展開
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少子化の要因は
地域によって異なる

少子化の要因や課題は
多くの分野にまたがる

地域アプローチ
「少子化対策地域評価ツール」は

その進め方を示したもの
●検討手順



これまでの少子化対策の取組とモデル事業応募の理由

●人口は平成12年の166,568人をピークに減少
●出生数と死亡数の差が年々拡大（出生数は減少、死亡数は増加）
●晩産化（年齢階級別出生ピークが25～29才→30～34才に移行）
●全国数値よりは低いが、全国傾向と同様に未婚率が増加
（平成27年全国：男性23.4％・女性14.1％、上田市：男性22.8％・女性10.7％）
●合計特殊出生率1.52で長野県1.57を下回っている（平成30年）
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現状

課題 ●データ分析による少子化原因の分析ができていない
●少子化対策について部局横断的な検討・実施体制がない

2022年度 2023年度 2024年度～（将来）

少子化に関する庁内横断組織の構築
データ分析による少子化の原因追及
少子化原因に対する対応策の方向性の
検討

方向性に基づき具体的な施策の検討（既存事業
の見直し含む）

施策の実施計画への登載、予算要求
ゼロ予算事業の実施

事業実施
実施事業の検証

目標



令和４年度 取り組んだこと
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5月 6月 7月 8月 9月

・プロジェクトメンバー
確定
・庁内合意

・キックオフミーティング
・現状の棚おろし
・客観的指標分析
(「地域評価指標のひな
型」入力)

・市ワークショップ
(仮説設定・
不足データ洗い出し)

・追加客観的指標分析
・既存主観調査内容確認
・県ワークショップ
（情報共有）

・市ワークショップ
(主観調査内容の検討)

10月 11月 12月 2023年 1月 2月

・主観調査(アンケート)
実施内容決定
・主観調査実施準備

・主観調査(アンケート)
実施

・市ワークショップ
(地域の強み・
課題の抽出・
対応策の方向性検討)

・市ワークショップ
(対応策のアイデア出し)

・対応策の方向性確定
・庁内報告
・シンポジウム

①部局横断的な検討体制の構築 ②客観的指標分析
③主観調査

③主観調査 ④地域の強み・課題の分析

⑤対応策の検討



メンバーの選定
●庁内は少子化対策に関係の深い課から、役職・性別に偏りが出ないようにプロジェクトメンバーを抽出
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所属 部署名 役職 性別 少子化対策に関わる分野

政策研究センター 主査 男性 中長期的テーマの調査研究

政策企画部 政策企画課 課長補佐 男性
地方創生、広域連携・交流

政策企画課 主査 女性

広報シティプロモーション課 主査 女性 ｼﾃｨﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ、統計

市民まちづくり推進部 移住交流推進課 係長 女性 結婚支援、移住・定住・交流、空き家バンク

人権男女共生課 主事 男性 男女共同参画（働き方改革）、外国籍市民

健康こども未来部 健康推進課 係長 女性 出産支援、母子保健

子育て・子育ち支援課 課長補佐 男性 子育て支援、働きながら子育てできる環境整備

保育課 主事 男性 保育、幼児教育

商工観光部 商工課 主事 男性 企業誘致・留置、起業・創業支援

地域雇用推進課 主事 女性 若者・女性・外国人の就業支援

教育委員会 学校教育課 主任 女性 学校教育

①部局横断的な検討体制の構築

（所属等は令和４年度当時のもの）



メンバーの問題意識の共有
●プロジェクトチームのキックオフミーティングにて
各メンバーが「少子化対策について思うこと」「市の強み・課題と思うこと」をワークショップで抽出

●ここでメンバーの少子化対策や市の強み・課題の『イメージ』を確認しておいたことが、後の分析に効果的だった！
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①部局横断的な検討体制の構築



現状の棚卸
●プロジェクトメンバーに各課で行っている少子化対策施策について照会し、事務局にてまとめ
●庁内の少子化対策施策の整理
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予算規模 成果（KPI含む）

（千円） および課題認識

上田市結婚支援ネットワーク実行委員会設置・運営 移住交流推進課

マッチングイベント開催 移住交流推進課

独身者へのスキルアップ講座開催 移住交流推進課

親世代への婚活支援講座 移住交流推進課

結婚相談員のスキルアップ講座 移住交流推進課

新婚新生活支援のための補助金 移住交流推進課

結婚・子育て応援サイト及びアプリ運営 子育て・子育ち支援課
思春期の健康づくり講座（小中学校での命の大切さ、性に
関する内容の講座）

健康推進課、
市立産婦人科病院

不妊症治療費助成（県補助対象外部分への補助） 健康推進課
妊婦一般健診・歯科検診受診票交付・多胎妊婦健診助
成 健康推進課

両親学級（うぶごえ学級）開催 健康推進課 ・コロナ禍でオンラインでの開催を計画したが、申し込みがなかった。妊婦同
士の交流や対面教室の希望が強いと考えられる。

妊婦家庭訪問 健康推進課

母乳育児・妊婦相談 健康推進課 ・無料で利用できるサービスとして周知が必要。

医師確保修学資金等貸与制度 地域医療政策室

助産師確保修学金等貸与制度 地域医療政策室

子育て支援施設ゆりかごの運営 子育て・子育ち支援課 ・医療機関実施の産後ケアとの役割を整理し、施設の必要性向上が必
要。

新生児全戸家庭訪問 健康推進課
子育てママリフレッシュ事業（ズンバ、ベビーダンス、骨盤ヨ
ガ）

子育て・子育ち支援課、
健康推進課

・講座参加できない方に対する支援が必要。

見守りし合わせ支援事業（産後4か月頃の家庭訪問による
相談）、各種相談事業

子育て・子育ち支援課、
健康推進課

・潜在的なニーズはあるが、家庭介入への拒否感等で利用につながらない
ケース有。
・養育訪問事業とのすみ分け。
・予約制の個別相談には枠があり、タイムリーな相談にならないケース有。

乳幼児教室、親子教室 健康推進課

食育講座・広報うえだを使用した食情報提供 健康推進課

子供の食ノート 健康推進課

地産地消推進 保育課

上田市内科・小児科初期救急センター運営 地域医療政策室 ・医師・看護師・医療事務職員の安定確保が課題。

保育士職員配置の充実 保育課 ・未満児の入所希望の増加により、市独自の配置基準を満たす保育士
確保が困難。

保育士・幼稚園教諭の資質向上、幼児教育ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰの
配置（指導主事による園訪問） 保育課 ・個の対応で終わらず、園全体の課題として取組を継続するよう指導する

必要。
老朽化保育園延命・長寿命化 保育課

担当課

有
配
偶
率

結
婚

出
産

項目 現在の取組

①部局横断的な検討体制の構築



●「地域評価指標のひな型」で地域特性や
出生に関する特徴を把握
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●市ワークショップで特徴の洗い出しと特徴の要因仮説を
検討

●その他、全国的な統計数値から市の特徴の深堀
（市の人口ビジョン・RESAS等々）
地域評価指標のひな型のために集めたデータからも深堀可！

住民基本台帳人口移動報告参考表 2018年～

男性 女性 総数 第１子 第２子 第３子

（順位） （順位） （順位） （順位） （順位） （順位）

一連番号 都道府県 市区町村等 （昇順） （昇順） （昇順） （昇順） （昇順） （昇順）

番号 名称 番号 名称 （歳） 1,728 （歳） 1,732 （歳） 1,737 （歳） 1,719 （歳） 1724 （歳） 1,696

△0.184 △0.216 △0.311 △0.314 △0.338 △0.298
31.0 28.9 31.6 30.0 32.1 33.4
2.0 1.2 1.0 1.7 1.4 1.6

0.066 0.042 0.033 0.056 0.045 0.049
31.1 29.4 32.0 30.7 32.7 33.7

831 20 長野県 20201 長野市 31.3 1,113 29.8 1,279 32.4 1,436 31.0 1,383 33.2 1,450 34.5 1,374

832 20 長野県 20202 松本市 30.9 877 29.1 821 32.1 1,269 30.8 1,305 32.8 1,294 34.2 1,251

833 20 長野県 20203 上田市 30.4 587 28.9 669 31.9 1,144 30.4 1,119 32.6 1,175 34.1 1,207

834 20 長野県 20204 岡谷市 31.1 996 28.8 599 31.4 676 30.3 1,053 31.8 634 35.2 1,533

835 20 長野県 20205 飯田市 31.0 933 28.8 599 31.3 588 29.8 698 31.6 513 33.4 835
836 20 長野県 20206 諏訪市 31.6 1,250 28.4 377 31.7 963 30.1 903 32.9 1,335 33.8 1,055

837 20 長野県 20207 須坂市 31.5 1,208 29.5 1,099 32.0 1,214 30.6 1,228 32.9 1,335 33.5 891
838 20 長野県 20208 小諸市 30.4 587 28.6 477 31.1 427 29.7 613 31.7 581 33.1 645
839 20 長野県 20209 伊那市 31.3 1,113 28.9 669 32.1 1,269 30.7 1,270 32.6 1,175 34.1 1,207

840 20 長野県 20210 駒ヶ根市 31.4 1,161 29.6 1,160 31.9 1,144 30.4 1,119 32.8 1,294 34.9 1,488

（変動係数）
全国

平均初婚年齢（H30） 出生順位ごとの母の平均年齢（H30）

（合計特殊出生率との相関係数）

（単純平均）
（標準偏差）

内閣官房「地域少子化・働き方指標」（第４版）

②客観的指標分析

※表の詳細はhttps://www.chisou.go.jp/sousei/about/chiikiapproach/index.html

に掲載されています。

https://www.chisou.go.jp/sousei/about/chiikiapproach/index.html


上田市の特徴【自然増減】と要因仮説

●結婚：未婚率は低い（結婚する人は多い）
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②客観的指標分析

結婚仮説

・市内居住、市内通勤
が多く、出会いが多い？



上田市の特徴【自然増減】と要因仮説

●第一子出産：第一子は出産はするが、
結婚から第一子出産の期間が長い
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男性 女性 総数 第１子 第２子 第３子

（順位） （順位） （順位） （順位） （順位） （順位）

等 （昇順） （昇順） （昇順） （昇順） （昇順） （昇順）

名称 （歳） 1,728 （歳） 1,732 （歳） 1,737 （歳） 1,719 （歳） 1724 （歳） 1,696

△0.184 △0.216 △0.311 △0.314 △0.338 △0.298
31.0 28.9 31.6 30.0 32.1 33.4
2.0 1.2 1.0 1.7 1.4 1.6

0.066 0.042 0.033 0.056 0.045 0.049
31.1 29.4 32.0 30.7 32.7 33.7

1 長野市 31.3 1,113 29.8 1,279 32.4 1,436 31.0 1,383 33.2 1,450 34.5 1,374

2 松本市 30.9 877 29.1 821 32.1 1,269 30.8 1,305 32.8 1,294 34.2 1,251

3 上田市 30.4 587 28.9 669 31.9 1,144 30.4 1,119 32.6 1,175 34.1 1,207

4 岡谷市 31.1 996 28.8 599 31.4 676 30.3 1,053 31.8 634 35.2 1,533

5 飯田市 31.0 933 28.8 599 31.3 588 29.8 698 31.6 513 33.4 835
6 諏訪市 31.6 1,250 28.4 377 31.7 963 30.1 903 32.9 1,335 33.8 1,055

7 須坂市 31.5 1,208 29.5 1,099 32.0 1,214 30.6 1,228 32.9 1,335 33.5 891
8 小諸市 30.4 587 28.6 477 31.1 427 29.7 613 31.7 581 33.1 645
9 伊那市 31.3 1,113 28.9 669 32.1 1,269 30.7 1,270 32.6 1,175 34.1 1,207

0 駒ヶ根市 31.4 1,161 29.6 1,160 31.9 1,144 30.4 1,119 32.8 1,294 34.9 1,488

数）

平均初婚年齢（H30） 出生順位ごとの母の平均年齢（H30）

との相関係数）

均）
差）

②客観的指標分析

内閣官房「地域少子化・働き方指標」（第４版）

第一子出産
仮説

・不妊治療が弱い？
・仕事が忙しい？



市平均

●第二子以降出産：第二子以降の出産が少ない
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②客観的指標分析

上田市の特徴【自然増減】と要因仮説
第二子出産
仮説

・ローンが負担？
・地域コミュニティや
PTAが忙しい？

・子どもは一人でいい？



●若年層：若い女性が転出し、戻ってこない
（男性は女性ほど出て行かず、戻ってくる）
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上田市の特徴【社会増減】と要因仮説
②客観的指標分析

●転入者の中では20代～30代が多い
（単位：人）

若年層仮説

・高等教育機関の無さ？
・希望する職の無さ？
・職場を知らない？
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●STEP2で検討した要因仮説について、既存主観
調査の確認

●既存主観調査では要因仮説の検証が充分でないため、
市ワークショップで主観調査方法等検討

●市独自アンケート調査を実施し、仮説検証

③主観調査

 
【問 7.配偶者の有無✖問 22.子供のいない理由】 
⇒「配偶者有」回答者では、子供のいない理由が「現在、妊活中（16.56％）」「育児費用が高い
（10.6％）」「不妊治療をしていないが授からない（9.9％）」が多い。 

⇒子供のいない夫婦では妊活中や期間が短い等、今後子供ができる可能性のある回答を除くと、大
きな分類とすると「出産育児教育の費用の高さ」「不妊治療不足・不妊傾向」が見られる。 

⇒地域に不妊治療を行うところが少なく、不妊治療が一般的ではないため、不妊治療をしない人が多
くなかなか授からない、また、地域に不妊治療を受けられるところがなく、第一子の出産が遅くなって
いる傾向がみられる。 

  配偶者有無 有 
 

無 

子供のいない理由 回答数 151  
 

201  

結婚をしていない 125  0  
 

125  

結婚してからの期間が短く、まだ子どもは考えられない 12  11  
 

1  

現在、妊活中 25  25  
 

0  

ライフプランの中で子どもを産み育てることは考えていない 23  8  
 

15  

育休等で仕事のキャリアを中断させたくない 4  4  
 

0  

仕事が忙しい 7  6  
 

1  

職場に自分の代わりがいない 2  0  
 

2  

     
 

  

     
 

  

     
 

  

     
 

  

     
 

  

     
 

  

     
 

  

     
 

  

     
 

  

     
 

  

     
 

  

     
 

  

     
 

  

     
 

  

     
 

  

     
 

  

     
 

  

 

仮説2-1：（第１子出産が遅くなるのは）地域的に医療環境が弱く、不妊治療が十分に受けら
れない夫婦が多いのではないか。⇒検証結果○ 

 



●アンケート概要
・少子化対策プロジェクト事業自体が０予算のため、アンケート予算無し…インターネットでのアンケート実施
（インターネットアンケート→回答者に偏りが出るが、今回の回答ターゲットである子育て世代は回答しやすい！
紙媒体での回答表を無くし、すべてインターネット上での回答→集計しやすい！）

・市民メール、Twitter、窓口にQRコード付きチラシ配布、職員にも掲示板で回答依頼等で周知
・調査対象：令和４年４月１日現在で満15歳以上の人
・調査期間：令和4年11月11日（金）～令和4年11月28日（月）
・調査項目32問（回答内容により、非表示の設問有）
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回答者

1,035人

③主観調査

※アンケート結果はhttps://www.city.ueda.nagano.jp/uploaded/attachment/49080.pdf

に掲載されています。

https://www.city.ueda.nagano.jp/uploaded/attachment/49080.pdf


Q.理想の子ども数
A.①２人（47.9％）②３人以上（42.9％）
平均2.29人、有配偶者平均2.42人
参考：県既婚者平均2.31人

全国既婚者平均2.25人

⇒有配偶者の理想の子ども数は多い

アンケート結果１
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（単位：人）

Q.理想の子ども数・実際の子ども数
A.理想：①２人（47.9％）②３人以上（42.9％）有配偶者平均
2.42人
実際：①２人（37.3％）②０人（21.5％）有配偶者平均1.83人
⇒理想数と実際数を比較すると、理想数よりも実際数が少なくなる傾向
⇒理想数を実際には持つことができない理由があると考えられる。

  理想数 ０人 １人 ２人 ３人以上 

実際数 回答数 49  45  491  439  

０人 219  45  27  115  32  

１人 209  2  12  146  49  

２人 380  1  4  183  192  

３人以上 216  1  2  47  166  

 

（単位：人）

③主観調査



Q.有配偶者の子どものいない理由
⇒結婚後、子どものいない理由

A.①現在妊活中（16.6％）
②育児費用が高い（10.6％）
③不妊治療はしていないが、
なかなか授からない（9.9％）
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アンケート結果２

（単位：人）

Q.子どもがいる人の
「結婚後、時間をおいて第一子がほしいと考えた理由」

A.①夫婦の時間を大事にしたかった（32.3％）
②仕事が忙しい（11.6％）
③出産費用を貯めるため（7.4％）
育児費用を貯めるため（7.4％）

（単位：人）

第一子出産
仮説

・不妊治療が弱い？
・仕事が忙しい？

③主観調査
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第二子出産
仮説

・ローンが負担？
・地域コミュニティや
PTAが忙しい？

・子どもは一人でいい？

アンケート結果３

Q.第二子以降を産んだうえで、第二子以降出産時の悩み

A.①教育費用が高い（19.6％）
②育児費用が高い（17.8％）
③住宅ローンがあるため金銭面が不安（7.4％）

Q.第一子を産んだ上で、第一子のみでいいと
考えている理由
＝第２子以降の出産をあきらめた理由

A.①教育費用が高い（18.9％）
②育児費用が高い（17.1％）･高齢のため（17.1%）

（単位：人） （単位：人）

③主観調査



（単位：人）

Q.市外居住の子どもが、市外へ転出した理由

A.①市内・近郊に希望する
学校・学部・学科がなかった（32.5％）
②市内・近郊に希望する
仕事・職場がなかった（26.4％）
③市外在住の方と結婚（12.7％）
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アンケート結果４ 仮説

・高等教育機関の無さ？
・希望する職の無さ？
・職場を知らない？

Q.市外在住の子どもが市内へ戻らない・戻れない理由

A.①市内・近郊に希望する
仕事・職場がなかった（30.9％）
②市内・近郊に希望する
学校・学部・学科がなかった（14.6％）
③市外在住の方と結婚（12.9％）

（単位：人）

③主観調査



Q.転出理由：希望する仕事・職場がなかった×子どもの職種
A.①医療・看護・保健
①IT関係
③販売・営業

20

（単位：人）

アンケート結果５
Q.戻らない・戻れない理由：希望する仕事・職場がなかった×子どもの職種
A.①IT関係
②医療・看護・保健
③販売・営業

（単位：人）

③主観調査
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● STEP3までの結果をまとめて、市の特徴を見える化。

●上田市民のペルソナ像を設定。
市ワークショップにより、それぞれの課題と資源や強み、
施策の方向性を検討。

④地域の強み・課題の分析

⑤対応策の検討

※表の詳細はhttps://www.chisou.go.jp/sousei/about/chiikiapproach/index.html

に掲載されています。

https://www.chisou.go.jp/sousei/about/chiikiapproach/index.html


賑わい・
生活環境

家族・住生活

地域・
コミュニティ

医療・
保健環境

子育て支援
サービス

働き方・男女
共同参画

経済・雇用

出会い・結婚＋就職 第１子出産 第２子以降出産

強み 課題

医療環境弱い

転入者が一定数いる
（転入世代は若年層や
子育て世代が多い）

スーパー・コンビニ・
ドラッグストア・薬局
等が多く、生活に便利

自然（緑）が多い

公園が少ない

親族と同居ではないが、
同じ敷地内に居住・近所
に住んでいる人が多い

持ち家率高く、
ローンが負担

出産できる施設が少ない（選択ができない）

待機児童0

入園年齢の低下

通勤に時間がかかる

私立幼稚園の休廃

幹線道路多く、
移動に便利

雨の日に子供と遊べ
るところが少ない

子育てサークルの
数が多い

所得はある程
度高い 共働き夫婦が多い

仕事が忙しい
若者の求めている「医療・看
護・保健」は少ないか、企業
があることを知られていない

製造業が多い（男性の雇
用の多いイメージ）

就職・採用において
男性が優遇されてい
るという意識が強い

高等教育機関が少ない

強みゾーン

課題ゾーン

課題ゾーン

くるみん認定企業多い

不妊治療ができる病院が少なく、
充分に受けられなかったり、一

般的でない。

保育士不足

新幹線が止まる

子供の理想の数は2人、3
人以上という人が多い

実際の子供の数は理想よりも少
なくなっている人もいる

若者の求めている
「IT企業」は少ない

結婚や出産を機に退
職する女性もいる

育児費用が高い

教育費用（特に高
等教育）が高い

課題ゾーン

結婚してから第1子出産
までに年数がかかる

第２子以降の出産が
県内平均より少ない

強みゾーン

どちらと
もとれる

中小企業が多い

未婚率は低い
（有配偶者総数は減少）

夫婦の時間を大事にした
いという考えがあり、第
一子の出産が遅くなる

高齢

市外出身者は家事育児で
頼るところがない

職場・アルバ
イト先での出
会いが多い

知人の紹介によ
る出会いが多い

第一子をすぐにほしい
と考えている人が多い。

第一子をすぐにほしいと考えてい
る人は第二子を欲しい人も多い。

強みゾーン

子育て支援少ない

男女とも上田が出身地
で帰ってくる人が多い

男性は就職で転入して
くる人が多い

女性は市内在住者との結婚
で転入してくる人が多い

雨・雪、少ない

若い女性が転出超過

若い女性が戻ってこない

若い男性が転出超過
（女性よりは少ない）

男性は転出した人
数分、戻ってくる

④地域の強み・課題の分析



強み：理想の子ども数は多い
⇒理想の子ども数を実際の子ども数に！

『理想の子ども数を実現する上田市』
を目指す

施策の方向性【自然増減】
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上田市民の「ペルソナ像（典型的な人物像）」

など

②第一子出産し、第二子以降の
出産を悩む夫婦

・夫婦２人、子ども1人暮らし
・理想の子どもは３人
・共働き
・両親とは同じ敷地だが別建物の夫婦
名義の持ち家に居住 …等

①結婚後第一子出産は期間がほしい
という夫婦

・20代後半、夫婦２人暮らし
・子どもは３人ほしいと思っている
・共働き
・夫婦の時間を大事にしたいと
思っている …等

⑤対応策の検討



方策① 第一子出産へは「夫婦の時間を大事にしたい」への対応

⇒出産後も夫婦の時間を大事にできる育児

⇒結婚～出産期間が長い結果、
生じる影響を知る

※第一子出産が早くなれば、
第二子以降を「高齢のため」諦めることもなくなる…はず！

女性の平均初
婚年齢28.9歳
（669位）

↓
第一子の母平
均年齢30.4歳
（1,119位）

「結婚後、
時間をおいて
第一子がほしい

理由」
第１位：夫婦
の時間を大事
にしたかった
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施策の方向性【自然増減】

⑤対応策の検討



方策② 第二子以降の出産は教育費用・育児費用の問題

⇒「高い」という不安を無くす

⇒補助金・費用負担

結婚後、子どものいない理由
第２位：育児費用が高い

第一子のみでいいと考える理由
第１位：教育費用が高い
第２位：育児費用が高い

・高齢のため

第二子以降出産時の悩み
第１位：教育費用が高い
第２位：育児費用が高い
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・課税対象所得
・正規雇用比率

県平均より高い

施策の方向性【自然増減】

⑤対応策の検討
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施策の方向性【社会増減】

上田市民の「ペルソナ像（典型的な人物像）」

など

①上田市外にいる若年層
・県外在住、県外の大学に通っている
・上田市出身
・就職を地元でするか、現在の
居住地でするか迷っている

・実家は市内にあり …等

⑤対応策の検討

若者が

戻ってくる上田市 を目指す



方策③ 若者の希望の仕事・職場がある都市＆あるものをPR

⇒希望の仕事・職場を増やす

⇒仕事・職場があること
生活環境の良さ のPR
子育て施策

子どもが市内へ
戻ってこられない理由

第１位：希望する仕事・
職場がなかった

戻ってこられない理由：希望
する仕事・職場がなかった

×
子どもの職業

第１位：IT関係
第２位：医療・看護・保健

27

産業構造の
従業員数

第２位：医療・福祉

施策の方向性【社会増減】

⑤対応策の検討



モデル事業で得たこと
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結果
●部局横断的な組織を構築し、取組を開始することができた。また、様々な課の参画に
より、狭義の少子化対策部署だけでなく、少子化対策には多くの課の協力が必要と
いう認識を持てた。

●市の課題や強みを感覚的に捉えるのではなく、データ分析により根拠を持って捉える
ことができた。

●少子化対策の方向性を見出すことができた。

目標 ●少子化の検討に関する部局横断的な組織の構築
●データ分析による少子化の原因究明
●少子化原因に対する対応策の方向性の検討
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